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ま え が き 
  

ここに 2015年度における群馬県衛生環境研究所の活動実績を纏めた年報第 48巻を発

刊する運びとなりました。編集委員の皆様に感謝申し上げます。 
2015 年 12 月以降、ブラジルにおけるジカ熱のニュースが大きく報道され、世界保健

機構（WHO）はジカウィルス関連の小頭症は「世界が懸念すべき公衆衛生上の緊急事

態」であると宣言しました。一方、WHO は「リオ五輪の開催を中止しても、ジカ熱の

国際的な流行にはほとんど影響を与えない」との声明を発表し、8 月にリオデジャネイ

ロで南米初のオリンピックが開催されました。リオ五輪では日本人が大活躍し、12 個

の金メダルを含む 41 個のメダルを獲得し、これまでの最高記録を更新しました。地球

の反対側で開催されたオリンピックのため、少々寝不足になってしまいましたが、多く

の感動を味わうことが出来ました。 
 2016 年 4 月の感染症法の改正では、鳥インフルエンザ（H7N9）、中東呼吸器症候群

（MERS）が二類感染症、重症熱性血小板減少症候群（SFTS）、ジカウィルス感染症は

四類感染症に位置づけられ、感染症の発生動向及び原因の調査のため、感染症に関する

情報収集体制の強化が打ち出されました。新たな感染症が発生した際の感染拡大を防ぐ

ためにも、サーベイランス機能をさらに充実させ、日頃から検査体制の維持・向上に努

め、県内の関係各機関と連携する等、健康危機管理体制の強化が求められています。 
 群馬県衛生環境研究所では、環境保全に関わる業務（水質・水環境調査、大気環境調

査、大気の放射線測定）、公衆衛生に関わる業務（感染症発生動向調査、食中毒原因微

生物検索）等を行っています。また、様々な研究活動や研修会の開催、感染症情報等の

わかりやすい情報発信も当研究所の大きな使命です。 
 県内の保健所、医師会、医療機関、また各地の地方衛生環境研究所、国立感染症研究

所、国立環境研究所をはじめ、関係各所と連携しながら群馬県の生活環境と県民の皆様

の命と健康を守るため、職員一同努力して行きますので、皆様方のご支援を賜りますよ

うよろしくお願いいたします。 
 

2016 年 9 月 
     群馬県衛生環境研究所長  猿木信裕 
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